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四国南部の溺れ谷低地における完新世後半の古海水準

浜 出 智 ＊

＊）名古屋大学文学部地理学教室・院
〒４６４-０１名古屋市千種区不老町

四 国 南 部 は 南 海 ト ラ フ を 震 源 域 と す る 巨 大 地 震 に と も な っ て 生 じ る 地 殻 変 動 の 影 響
を 強 く う け る 地 域 で あ り 、 、 室 戸 半 島 で は 地 震 隆 起 と 海 成 段 丘 の 形 成 と の 関 係 な ど が

議論されてきた（吉川ほか、１９６４；金谷、１９７８；前杢、１９８８）。高知平野では１００～２
００年周期で起こる地震時に５０～２００ｃｍの沈降が起きることが知られている（沢村、１９５
１ ） 。 こ の よ う な 地 域 で 完 新 世 後 半 の 古 海 水 準 を 認 定 す る こ と は １ ０ ３ オ ー ダー の 地 殻 変

動 と 、 地 震 性 地 殻 変 動 と の 関 係 を 考 察 す る 上 で 重 要 な こ と で あ る と 考 え ら れ る 。 本 研

究 で は 高 知 平 野 周 辺 に 分 布 す る 小 規 模 な 溺 れ 谷 低 地 で 掘 削 を 行 い 、 堆 積 物 中 の Ｆ ｅ Ｓ 、 含
有 量 の 分 析 に よ る 堆 積 環 境 を 認 定 と 、 １ ４ Ｃ 年 代 測 定 を 行 っ た 。

２ 。 調 査 地 点 の 地 形 と 分 析 方 法

調 査 地 点 は 海 岸 部 を 砂 州 に よ っ
て 閉 塞 さ れ た 潟 湖 状 の 後 背 湿 地 に

位 置 す る 。 こ れ ら の 地 点 は 後 氷 期

海 進 に よ っ て 内 湾 が 形 成 さ れ た 後 、
溺 れ 谷 の 湾 口 部 に 砂 州 が 形 成 さ れ 、

潟 湖 が 形 成 さ れ た 。 本 地 点 に お け
る 完 新 統 上 部 は こ の よ う な 地 形 変

化 を 反 映 し 、 有 機 物 を 多 量 に 含 む
シ ル ト ～ 粘 土 層 よ り 構 成 さ れ て い

る。

分 析 用 の サ ン プ ル は 、 ブ ル ー ム
サ ン プ ラ ー と よ ば れ て い る ピ ス ト
ン 式 ピ ー ト コ ア ラ 一 に よ っ て 採 取

し た 。 堆 積 環 境 の 推 定 に は 堆 積 物
に含まれるＦｅＳ、含有量を指標とし

て用いた。堆積物中のＦｅＳ、含有量
は 陸 成 層 で 少 な く 、 海 成 層 で 多 い
こ と が 従 来 の 研 究 に よ っ て 明 き ら

か に さ れ て い る （ 例 え ば 中 井 ほ か 、
１９８２）。ＦｅＳ、含有量の分析は次の

ｆｉｇ．１Ｂｏｒｉｎｇｓｉｔｅ（ｕｓｅｄ１：５０，０００ｍａｐ
”ｔ（）ｓａｎａｌｒ£１ｈａｍａ”ａｎｄ≒１１ｓａｋｉ”）

- １ １ -



ようにして行った。乾燥重量で約０．５～１．０ｇの試料を取り、この試料からＦｅＳ、以外の
硫黄化合物を除去するために１．２Ｎの塩酸を約５０１ｎ日え１００ °ｃで約３０分間加熱した後、

水洗し１００ °Ｃで乾燥させた。次に乾燥試料を秤量し、蒸留水２０ｍ２、硝酸１５ｄ、塩酸５ｍｌ、
臭素水１ｄを加え約ＨＯ ° Ｃ約３０分間加熱し、ＦｅＳ２をＳＯｊ -に酸化させた後、抽出液をろ過
し 、 ５ ％ の 塩 化 バ リ ウム 溶 液 を 加 え る こ と に よ っ て 生 じ た Ｂ ａ Ｓ ０ 、 の 沈 澱 の 重 量 を 測 定 し
た。なお本稿ではＦ（、Ｓパこ含まれる硫黄重量の試料重量に対する百分率を算出し、ＦｅＳ、
- Ｓ 含 有 量 と して 表 現 し た 。 堆 積 物 の １ ４ Ｃ 年 代 測 定 に つ いて は 中 井 ・ 中 村 （ １ ９ ８ ８ ） な ど

に し た が っ て 行 っ た 。

３ ． 分 析 結 果
Ｓ １ 地 点

本地点の標高は＋２．１ｍであり、標高-１．４ｍから得られた腐植物の年代は５、４６０±１４０
ｙｒ．Ｂ．Ｐ．であり、標高-０．４ｍから得られた腐

植物の年代は２、８２０±３００ｙｒ．Ｂ．Ｐ．であった。
それぞれの層準のＦｅＳ２含有量は-１．４ｍで１．

４２％、-０．４ｍでＯ丿８％であり、ともに０．１％

以 上 値 を 示 し て お り 、 海 成 ～ 汽 水 成 層 で あ
ると考えられる。このことから、５、５００年前

頃の海水準は - １．４ｍより高い位置にあり、
２、８００年前頃の海水準は-０．４ｍよりも高い位

置 に あ っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 標 高 - ０ ． ３
ｍ ～ ０ ． ０ ｍ の 層 準 で は 泥 炭 層 が 認 め ら れ 、 Ｆ
ｅＳ、含有量は０．１％以下の低い値を示してい

る こ と か ら - ０ ． ３ ｍ 付 近 に 海 成 層 上 限 を 認 定

することができる。すなわち、２、８００年前よ

り も 若 干 新 し い 時 代 の 海 水 準 は - ０ ． ３ ｍ 付 近
に あ っ た と 考 え ら れ る 。
Ｓ ２ 地 点

（ｍ）

２。８２０士；３００ｙ．８．Ｐ．

-

本地点の標高は＋１．８ｍであり、標高-１．６５’４６（）ニ’ニ１４０゛Ｂ？

ｍ か ら 得 ら れ た 木 片 の 年 代 は ５ 、 ９ ７ ０ ± １ ３ ０ ｙ ｒ ．

Ｂ ． Ｐ ． で あ り 、 標 高 - ０ ． ８ ｍ か ら 得 ら れ た 木 片

の年代は１、９４０±１８０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．であった。それ

ぞ れ の 層 準 の Ｆ ｅ Ｓ 、 含 有 量 は 、 - １ ． ６ ｍ で ０ ． １ ％ 、
- ０ ． ８ ｍ で ０ ． １ ６ ％ で あ り 、 と も に 海 成 ～ 汽 水

成 層 で あ る と 考 え ら れ る 。 ゆ え に 、 ６ 、 ０ ０ ０ 年

前 頃 の 海 水 準 は - １ ． ６ ｍ よ り 高 い 位 置 に あ り 、

１ 、 ９ ０ ０ 年 前 頃 の 海 水 準 は - ０ ． ８ ｍ よ り も 高 い 位

置 に あ っ た と み な さ れ る 。
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Ｓ ３ 地 点
本地点の標高は＋１．２ｍであり，標高-０．５

ｍから得られた泥炭の年代は４，０６０±１４０ｙｒ．

Ｂ．Ｐ．であり，標高-０．８ｍより得られた腐植

物の年代は３，７７０±２４０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．であり両者の
年代は逆転している。 -０．５ｍの層準ではＦｅ
Ｓ ， が ほ と ん ど 検 出 さ れ ず， 泥 炭 質 に な る こ
と か ら 一 時 的 な 淡 水 環 境 へ の 変 化 が 推 定 さ

れた。このことから３，８００～４，１００年前頃の

海水準は - ０．５ｍまで低下したと考えられる。

４ 。 考 察-
本地域では５、５００～６、０００年前の古海水準

は-１．４～-１．６ｍよりも高い位置にあったこ
とが明らかとなった。一方、Ｎａｋａｄａｅｔａ１．

（１９９１）は日本において地殻変動の影響を取
り除いた海面高度を求めており、約６、０００年

前 の 高 知 平 野 付 近 に お け る 海 水 準 は Ｏ ｍ ～ ２
ｍ で あ っ た と し て い る 。 本 地 域 で 地 質 学 的

試 料 に よ って 求 め ら れ た 古 海 水 準 は 、 Ｎ ａ ｋ ａ
ｄａｅｔａＬ（１９９１）計算によって求めた古海水
準 か ら 大 き く は 逸 脱 し て い な い 。 ま た 、 約
４、０００年前頃の海水準は-０．５ｍ、約２、８００年

前 頃 の 海 水 準 は - ０ ． ３ ｍ で あ っ た と 考 え ら れ

る が 、 こ の 値 は 日 本 の 他 の 地 域 で 求 め ら れ
た 海 水 準 と お お む ね 調 和 的 で あ る 。 こ れ ら
のことから、高知平野付近では、過去６、０ ０

０ 年 間 の 地 殻 変 動 量 は 、 こ れ を 海 面 変 化 か ら

分 離 す る こ と が 困 難 で あ る 程 度 に 小 さ い と
考えられる。ゆえに、１００～２００年周期で生
じ る 地 震 時 の 沈 降 は 、 地 震 間 の 隆 起 に よ っ

て そ の ほ と ん ど が 解 消 さ れ て い る と 推 定 さ
れる。

５ まとめ
（１）本地域における６，０００～５，５００年前

頃 の 古 海 水 準 は - １ ． ４ ｍ ～ - １ ． ６ ｍ よ り も 高 い

位 置 に あ っ た 。
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（２）３，８００～４，１００年前頃に海水準の低下があり，-０．５ｍに達した。
（３）２，８００年前より若干新しい時期の古海水準は-０．３ｍ付近にあった。

（ ４ ） １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ 年 周 期 で 生 じ る 地 震 時 の 沈 降 は ， 地 震 間 の 隆 起 に よ って ほ と ん ど 解
消される。
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